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1は じめ に

平成11年 に、保育所保育指針の内容が変更され、保育士が保護者 との積極的な関係づ くりや

保育所 における地域子育て支援 を行 うことが盛 り込 まれた。平成13年 には、児童福祉法の改正

が行われ、保育士は国家資格 として位置づけられ、乳幼児の保育 とともに保護者への指導を行 う

こととされた。平成14年 度か ら 「家族援助論」が必修科目として新設 されるなど、保育士養成

カリキュラムも変わって きている。若林1)の 研究によると、関東地域の保育士養成校34校 中25

校(71%)が カウンセ リングの授業 を取 り入れてお り、31校(91%)が 必要であると回答 してい

た。
一方、幼稚園教育要綱(平 成10年 改訂)に も幼稚園における子育て相談 を行 うことなどが明

記 されている。さらに中央教育審議会答申 「子どもを取 り巻 く環境の変化を踏まえた今後の幼児

教育の在 り方について」(平 成17年)で も、具体的施策の中で、子育て支援 の推進や幼稚園等施

設のおける地域の人材活用として保育カウンセラーの例があげられている。幼稚園教諭免許取得

のためには、カウンセリングを含んだ教育相談等が必修科目として設定されている。

子育て支援の現場における問題についての先行研究では、上田2)の公立幼稚園 ・公立保育園に勤

務する保育者を対象 とした調杢で、保護者との連携の力量が重視 されているとともに生活習慣の

形成との関連で特にその困難 さを感 じていることや、一人一人の子どもの個人差に応 じた保育を

する力量の重視 と困難さなどが指摘されている。

橋本 ら3)は地域子育てセンターと保育所の職員を対象 とした調査で、面接相談 ・電話相談 など

の相談業務の実施にあたっては、保育士の知識 と経験 「プラス新 しい知識や経験が必要」 と感 じ

ているこ と、必要と思われる研修 として 「カウンセ リングの技術」が高い割合であげられている

ことなどを報告 している。
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しかし、保育者のカウンセリング研修の現状やニーズ、研修の具体的内容 についての研究はま

だ充分 とは言えない。 これらの背景 をもとに、今回筆者 らは、保育所や幼稚園に勤務する保育者

を対象 として、保育者が感 じている保育現場における問題 とカウンセリングの研修のニーズを中

心に調査 ・研究 を行ったので報告する。

H研 究の方法

1.調 査対象 と方法

文教大学生涯学習セ ンターと日本教育カウンセラー協会共催の 「子育て支援 カウンセリング講

座」の参加者のうち、保育所 または幼稚園に勤務 している者92名 。講座 開催中に質問紙 を配布

し、回収 した。

なお、統計的処理には、統計解析パ ッケージSPSSforWindows15.OJを 使用 した。

2.調 査 時 期

2005年3月 、8月

3.調 査内容

(1)回 答者の属性:年 齢、性別、勤務年数、勤務先、役職、勤務地

(2)子 どもと関わる中で感 じる問題や困難(自 由記述)

(3)保 護者 と関わる中で感 じる問題や困難(自 由記述)

(4)困 難 を感 じた時、主に相談する相手

(5)カ ウンセリングに対する関心の度合い

(6)仕 事上でカウンセ リングを学ぶ必要性を感 じる度合い

(7)カ ウンセリングを学ぶ必要性を感 じる場面(自 由記述)

(8)カ ウンセリングの研修会への参加経験

(9)カ ウンセリングの研修会 に参加 しづらい理由

(10)カ ウンセリングについて学びたいこと

(11)カ ウンセリング研修会の日程の希望

(12)自 由記述欄

皿 結果 と考察

1.対 象 者 の 属 性

調 査 対 象 者92名(男 性2名 、 女 性90名)の 年 齢 は 、25～69歳 で 、50歳 代 、40歳 代 が 多 か っ た。

平 均 年 齢 は42.8歳(標 準 偏 差10.0)で あ っ た。 勤 務 年 数 は1～38年 で 、20～29年 の 者 が 多 か っ

た 。 平 均 勤 務 年 数 は19.2年(標 準 偏 差10.5)で 、 長 年 保 育 に携 わ っ て い る 者 が 多 い 。 勤 務 先 は、

私 立 保 育 所 が21名(22.8%)、 公 立 保 育 所 が36名(39.1%)、 私 立 幼 稚 園 が29名(31.5%)、 公 立 幼

稚 園 が6名(6.5%)で あ っ た 。 公 立 幼 稚 園 勤 務 者 が 少 な い が 、 対 象 者 の う ち83名(90.2%)の 勤

務 地 が 埼 玉 県 で あ り、 公 立 幼 稚 園 自体 が 少 ない た め で な い か と推 測 さ れ た 。
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2.子 どもと関わる中で感 じる問題や困難

保育者が子 どもと関わる中で困難を感 じている問題についての自由記述の結果 をまとめたもの

が、表1で ある。

「子 どもの情緒や行動上の問題」が53件 と最 も多かった。具体的には、「集団行動や集団生活

に慣れない」 「話 を聞けない」「叩 く・噛みつ くなどの暴力 ・暴行」などが特に多 く、「わがまま」

「落ち着 きがない」「暴言」「他人 と関われない」 「大人の顔色 をみる」「運動や体験をできない ・

嫌がる」なども複数の回答があ り、それ らを親子関係や家庭での躾の問題 と関連 してとらえてい

る保育者 も少なくなかった。

次いで 「基本的生活習慣や しつけの

問題」 に分類 される ものが22件 あ り、 表1子 どもと関わる中で感じる困難や問題

具体的には 「夜型の生活や睡眠時間 ・

生活 リズムの問題」が最 も多か った。

「食生活の乱れ」「しつけの問題」 「生

活習慣の違いや乱れ」 も複数回答があ

った。

「発達障害な どの問題」 も16件 あ

り、障害児への対応のみならず障害が

疑われるグレーゾーンの子 どもへの対

応に苦慮 している記述がみられ、専門

的な知識や対応が要求されている様子

がうかがわれた。

「家庭や親子の問題」 は6件 で、そ

のうち5件 は 「親の不適切 な対応(過

剰な期待や愛情不足)」 であった。

「その他 」 に分類 された項 目では、

複数担任の問題や、子 どもの背負って

いる問題の大 きさ多さ、充分 に対応で

きない不全感などが記述 されていた

3.保 護者 と関わる中で感 じる問題や

困難

保育者が保護者と関わる中で困難を

感 じている問題 についての自由記述の

結果をまとめたものが、表2で ある。

「保護者 と保育者の関係」に分類さ

れたものが39件 と最 も多か った。具

体的には、「不満 ・苦情が多い」「意見

や様子 を伝えるのが難 しい」などの他

「連携 ・連絡が難 しい」「信頼関係 を築

くのが難 しい」「保育者の意見や話 を

問 題 件数

情緒や行動上の問題53

集団行動や集団生活に慣れない8

話を聞けない8

叩 く噛みつくなどの暴力 ・暴行7

わがまま4

落ち着きがない4

暴言3
他人と関われない3

大人の顔色をみる3

運動や体験を嫌がる ・できない3

精神面 ・情緒面で幼い2

楽 しめ ない ・つ ま らな そ う2

目が合わない ・無表情2

子どもらしくない1

円形脱毛などの心身の症状1

いじめ1

話せない1

基本的生活習慣やしつけの問題22

夜型の生活や睡眠時間 ・生活リズムの問題8

食生活の問題4

しつけの問題4

生活習慣の違いや乱れ4

生活体験の不足2

発達障害などの問題16

障害児への対応8

障害が疑われる子どもへの対応5

障害児を含むクラス ・集団への対応3

家庭や親子関係の問題6

親の不適切な対応5

家庭の問題1

その他15
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きかない」「考え方 ・価値観の差」

「コミュニケーシ ョンを取 りづ ら

い」 など、保育者 と保護者 との

コミュニケーシ ョンや関係作 り

に困難 を感 じてお り、従 来の報

告 ・指導 ・助言型の コミュニケ
ーシ ョンだけでは上手 くいか な

い様子がうかがわれた。

次いで 「子育てや しつけの問題」

に分類 された ものが25件 と多 く、

「親の生活のペースを崩 さず子 ど

もを犠牲 に している」 「生活習慣

の形成や しつけなど子育 てがで

きてい ない」「子育 てや しつけの

方針 を曲げない」 などのため に

日常の園での保育 にも支 障をき

た している様子が並記 されてい

るもの も多かった。

「保 護者 自身の病気 や悩み」

は15件 あげ られていた。「精神疾

患」や 「家庭 や夫婦の悩 み」 を

保護者 自身が抱 えてお り、 どこ

まで どう対応 して良いか難 しさ

を感 じているようであった。

「子 どもとの関係」 に分類 される

ものも15件 あ り、「子 どもに対す

る不適切な態度(過 保護 ～無関

心)」 「親子関係の問題」「ネグレ

ク ト・育児放棄 ・子 どもを愛せ

ない」 などが具体的 にあげ られ

ていた。

「保護者 の意識や性格上 の問

題」 も13件 あ り、「親 としての意

言哉カミ薄V、」 「権 利 意識 が強 い」

「社会性やモ ラルがない」などで

あった。

「子 どもの障害」が11件 、「そ

の他」が6件 あった。

表2保 護者と関わる中で感じる困難や問題

問 題 件数

保護者と保育者の関係の問題39

不満 ・苦情が多い8
意見や様子を伝えるのが難しい7

連携 ・連絡が難しい4

信頼関係を築くのが難しい4

保育者の意見や話を聞かない3

考え方 ・価値観の差3
コ ミュニケーシ ョンを取 りづ らい3

トラブルを伝えるのが難しい2

話す時間がとれない3
子どもの病気を隠す1
担任も話をするのを逃げている1

子育てやしつけの問題25

親 の生活 のペース を崩 さず子 どもを犠牲 に している8

生活習慣 の形 成や しつけ など子育 てが で きていない6

子育てやしつけの方針を曲げない3

子どもに目がむけられていない2

自分の子育てに問題を感じない2

怪我に対して過敏1
親と保育者の間で差が大きい1

初めての子育てでの混乱1

親が子育てをする意識が低い1

保護者自身の病気や悩みの問題15

精神疾患6
保護者が悩みを抱えている4

夫婦の問題で悩みを抱えている3

若い親や母子家庭2

子どもとの関係の問題15

子どもに対する不適切な態度(過 保護～無関心)6

親子関係の問題3
ネグ レク ト ・育児放棄 ・子 ど もを愛せ ない3

子どもへの暴力1
親自身のことで手いっぱい1

子どもの私物化1

保護者の意識や性格的な問題13

親としての意識が薄い3

権利意識が強い3
社会性やモラルがない2

攻撃的1
理屈が多い1
人間関係ができない1

自己中心的 ・我慢ができない1

適度に意見をいえない1

子どもの障害の問題11

障害が疑われる子どもの保護者対応7

障害児の保護者対応3
障害児がいるクラスの保護者対応1

その他6
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4.困 難 を感 じた時、主に相談する相手

上記のような問題を感 じた時に主に相談する相手について集計 したものが、図1で ある。

「同僚」「上司」への相談が多 く、職場内で相談 しあい解決の糸口を探そうとしている者が多いこ

とが推測 された。 しかし、それに次いで 「外部の専門家」への相談が多 く、保育者間だけでは解

決で きないような専門的な知識や技術 を必要 とする場面が増えているためか もしれない とも考 え

られた。菅野4)や藤後5)が 報告 しているように幼稚園や保育園へのカウンセラー導入 も今後増 え

てい くのかもしれない。
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5.カ ウンセリングに対する関心 と必要性

対象者のカウンセ リングに対する関心を5段 階評定で回答を求めた結果を示 した ものが、図2

である。

「とて もある」が76名(82.6%)、 「少 しある」が16名(17.4%)で あった。「どちらともいえ

ない」「あまりない」「全 くない」 と答 えたものはいなかった。

さらに、仕事をしてい く上で、カウンセリングを学ぶ必要性を感 じることがあるかを、同様に
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図2カ ウンセ リングに対 す る関心
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図3カ ウンセリングを学ぶ必要性

5段 階評定で回答 を求めた結果 を示 したものが、図3で ある。

「とて もある」が85名(92.4%)で 、関心を持 っているものよりさらに多かった。「少 しある」

が7名(7.6%)、 「どちらともいえない」「あまりない」「全 くない」 と答えたものはいなかった。

今回の調査対象が 「子育て支援カウンセリング講座」に参加 した保育者であるため、カウンセ

リングに対する関心や必要性が高いのは当然か もしれないが、多 くの参加者が保育現場での必要

に駆 られ講座に参加 している現状が推測された。

6.カ ウンセリングの必要性 を感 じる場面

カウンセ リングを学ぶ必要性を感 じる場面の自由記述の結果をまとめたものが、表3で ある。

一番多いのは、「日常での保護者 との関わり」場面で65件 があげられていた。具体的には、日

常の 「保護者対応 ・保護者面談」が36件 とm多 く、次いで 「保護者か ら相談をうけた時」が

12件 であった。橋本 ら3)の調査で、面接相談 ・電話相談などの相談業務の実施にあたって必要と

思われる研修 として 「カウンセリングの技術」が高い割合であげ られていることなどを報告 して

いるが、日常での保護者対応や面談でもカウンセリングの技術が必要 と感 じている保育者が多い

ようである。

次いで多かったのは 「特別な保護者 との関わり」場面で26件 であった。「重い相談や悩み を抱

えている保護者の対応」「母子関係や子育てに問題がある時」「精神疾患 を抱える保護者への対応」

「障害児の保護者対応」などが複数の保育者からあげられていた。

その他の場面 としては 「保育者間のかかわ り」が11件 、厂自己啓発 ・自己研鑽」が10件 、「日

常での子 どもの関わ り」が7件 、「特別な子どもとの関わり」が3件 で、圧倒的に保護者 との関わ

り場面でカウンセリングを学ぶ必要性を感 じていることが多いことがわかった。

7.カ ウ ンセ リン グ の研 修

カ ウ ン セ リ ン グ の研 修 会 へ の参 加 経 、験 の 有 無 を きい た と こ ろ 、 経 験 あ り44名(47.8%)、 経 験

な し46名(50.0%)、 不 明2名(2.2%)で あ っ た 。 保 育 経 験 が 比 較 的 長 く実 際 に 講 座 に参 加 した
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表3カ ウンセリングの必要性を感 じる場面

問 題 件数

日常での保護者との関わり65

保護者対応 ・面談36

相談を受けたとき12

相手の思いを聴き助けになりたい5

考え・価値観の違う保護者への対応4

地域の子育て支援3
コミュニ ケ ーシ ョンの促 進2

短時間での対応2

電話相談1
特別な保護者との関わり26

重い相談 ・悩みを抱えている保護者の対応11

母子関係や子育てに問題がある時5

精神疾患を抱える保護者の対応4

障害児の保護者対応4

問題のある子どもの保護者の対応1

苦情を訴えられた時1

保育者間の関わり11

保育者同士の関わり・人間関係5

若い職員を育てる ・助ける3

職員の心理的サポー ト3

自己啓発 ・自己研鑽10

日常での子どもとの関わり7

特別な子どもとの関わり3

問題行動のある子と関わる時3

者 を対象 とした今回の調査で も、半数以上は初めてのカウンセリングの研修の機会であることが

わかった。保育所に就職 して2年 目と6年 目の保育士に対 して保育研修への参加 を調査 した水谷

ら6)の研究では、80%以 上が研修への参加経験があ り、年4回 以上参加 している者 も40～59%

と報告されてお り、本調査の結果 とはギ ャップがあった。このことから、各自治体等が実施 して

いる保育研修では、カウンセ リングの研修はあま り行われていないことが推測 された。

8.カ ウンセリングの中で学びたい内容

カウンセリングに必要な知識や技術12項 目を選択肢 としてあげ、複数回答可で選択 してもら

った結果が図4で ある。

一番多かったのは 「カウンセリングの基本的技法(聴 き方、話 し方)」 で64人(71.1%)が 選

択 していた。次いで 「保護者(親)の 心理 と対応」を49人(54.4%)が 選択 してお り、ここでも

保育者が保護者理解 とその対応に苦慮 している様子が うかがわれた。「カウンセラーの基本的態

度(心 構 え)」 も45人(50.0%)が 選択 していた。保育の現場 においても従来の指導的対応では

なく、 カウンセリング的な態度や聴 き方 ・話 し方の必要性を感 じ学びたいと思っている保育者が

多い と思 われた。
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カウンセリングとは何か
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事例

その他
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(人)

図4カ ウ ンセ リング につい て学 びた い こ と

IVま とめ

文教大学生涯学習セ ンターと日本教育 カウンセラー協会共催の 「子育て支援 カウンセリング講

座」の受講者のうち、保育所 または幼稚園に勤務 している者92名 を対象 として、保育現場で感

じている問題 とカウンセリング研修に対するニーズについて質問紙による調査 を行い検討 した。

子 どもと関わる中で感 じる問題 としては、「子どもの情緒や行動上の問題」「基本的生活習慣や

しつけの問題」 を感 じている者が多かった。それらを親子関係や家庭での躾の問題 と関連 してと

らえている保育者 も少な くなく、保護者 と関わる中で感 じる問題 としては、「保護者 と保育者の

関係」「子育てや しつけの問題」「保護者 自身の病気や悩み」「保護者の意識や性格上の問題」 を

あげた者が多かった。

さらに、仕事 をしてい く上で、カウンセリングを学ぶ必要性 を感 じることがあるかとい う設問

に対 しては、全員が 「とてもある」「少 しある」を選択 してお り、高いニーズがあることが確認

された。

必要性 を感 じる場面 としては、「日常での保護者との関わ り」「特別な保護者 との関わ り」 と保

護者対応の場面が圧倒 的に多かった。

しかし、過去 にカウンセリングの研修 をうけたことのある者は半数に満たなかった。

今後保育者を対象 としたカウンセ リングの研修の機会が持たれることにより、保育者の多様化す

る保護者対応や子育て支援の一助になると考えられた。

今後は、本研究の結果を踏まえて、講座参加者以外の保育者 にも対象を広げて検討 していきた

いo
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